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第 1回けやき大通り再生検討委員会 議事要旨 

日時：平成 22年 6月 30 日(水) 10：30～12：30 

場所：ルミエール華月殿 6 階 金剛の間 
 
○議事次第 

(1) けやき大通りの現況・課題について 

(2) 今後の進め方について 

(3) その他 

 

                                         

[[[[意見の概要意見の概要意見の概要意見の概要]]]]    

    

●道路状況の現状や問題点、道路整備に対する提案・要望など●道路状況の現状や問題点、道路整備に対する提案・要望など●道路状況の現状や問題点、道路整備に対する提案・要望など●道路状況の現状や問題点、道路整備に対する提案・要望など    

1. 県都のメイン通りの街路樹がけやきでいいのか。和歌山県の特性として誤って発信し

まうかもしれないので今のけやきを活かしながら、他の樹種も交え和歌山らしい樹種

で構成すべき。 

2. 賑わいがない理由のひとつは、道幅が広すぎて両側の商店街が孤立している。両側の

商店街が一体化すべきではないか。 

3. けやき大通りを渡るのは危険である。 

4. 側道を廃止しても、バスの定時性確保のために、バス専用レーンの導入、カラー舗装

化や通りの中央部にバスレーンを設けてはどうか。 

5. 高齢者が横断する青時間はギリギリ。歩道を広げオープンカフェを設置するのはいい

が、ムクドリの糞が上から落ちてくるという心配がある。 

6. 歩行者、自転車は通勤時間帯に集中するので歩行者と自転車を分離してはどうか。 

7. 高齢者が高台の家から買い物や交通に便利な駅前マンションに移り住む傾向にあるの

で、再開発や土地区画整理事業などに取り組んでほしい。 

8. 徳川御三家の美術館に関してですが、あとの２つは美術館があるのに、紀伊徳川家に

は美術館がないので和歌山城に美術館が欲しい 

9. 三木町交差点の交通事故が多い問題は信号運用を変えてはどうか。 

10. 商店街利用者が長時間駐車すると他の方が利用できなくなるので、駐車時間を 1時間

以内に制限してほしい。 

11. 観光客が和歌山城へ行く際「バスに乗って、公園前で降りたらよい。」と言われても、

よく分からない。また情報系（Wi-Fi（ワイファイ）等の無線通信）のインフラの整備

も必要である。 

12. 和歌山の山の中にはけやきが多く生えており樹種として不適切というわけではない。 

    

●検討の進め方、通りのあるべき姿活性化について●検討の進め方、通りのあるべき姿活性化について●検討の進め方、通りのあるべき姿活性化について●検討の進め方、通りのあるべき姿活性化について 

13. けやき大通りだけでなく、まちづくり全体で考える必要がある。他地域から来た観光

客の獲得に向け、国際的に見てもおもしろいと思える「通り」にすべき。また、都市

規模に応じて、街をダウンサイジングするのがいいのかと思う。 

14. ウインドショッピングが楽しめる店が少なく、歩いて楽しい通りにすべき。歩く目的、

見るものが無かったら人は歩かない。例えば、けやき大通りのまん中に商店街をつく

ってはどうか。今までに無いようなものを造らないと、県外から人は来ないと思う。 

15. 広くて立派だが何もないと言われるのでいかにして他府県から人を呼ぶか、検討する

必要がある。 

16. 若い歩行者を増やすべきである。大学があれば若者が増えると思う。また駅前に和歌
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山をイメージする武士の銅像等を造り、他府県からきた方に寄ってみるかと思わせる

ことが大事である。 

17. JR 和歌山駅前～北ノ新地交差点は側道を廃止し歩道を拡幅し以前より見通しが良く

なったが、空き店舗が増えている。老人でも楽しく歩ける、また県外の人にも来ても

らえる魅力的な店舗を増やすことが課題である。 

18. 大型ショッピングセンターにおされ、車社会に乗り遅れた個人商店はかなり疲弊して

いるが、和歌山城を活かし、JR和歌山駅から歩かせることによって活性化の可能性も

ある。和歌山城を中心としたイベントの開催日数を１～２日でなく１週間規模にすれ

ばどうか。 

19. 賑わいにつなげるソフト的な課題は地元商店街の方に協力して頂かないと、長続きし

ない。 

20. JR 和歌山駅から和歌山城までの間に「食」についての場が少ない。「ウォーク」と「食」

はセットじゃないかと思う。 

21. 歩道を広げるのであれば、江戸時代や明治時代のイメージにしたらどうか。 

22. 「けやき大通り再生検討」の先にある、和歌山城、中心市街地、商店街の活性化につ

いて考えていきたい。 

23. 道を広く整備する傾向であったが今後は狭い方が良いのではという議論に取り組んで

いきたい。 
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